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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成29年1月26日(2017.1.26)

【公表番号】特表2016-504735(P2016-504735A)
【公表日】平成28年2月12日(2016.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-010
【出願番号】特願2015-548373(P2015-548373)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/134    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/40     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/1395   (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/134    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/40     　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/62     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ    4/1395   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月9日(2016.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガルバニ電池用のリチウム金属アノードであって、平均直径５～２００μｍを有する球
状のリチウム金属粒子を含有し、且つ、それが
　・　飽和ポリオレフィンおよびポリオレフィンコポリマー
　・　不飽和ポリマー
　・　ヘテロ元素含有コポリマー並びに不飽和コポリマー
の群から選択されるフッ素不含の結合剤を用いて結合されており、前記リチウム金属アノ
ードが芳香族溶剤を含有しないことを特徴とする、前記リチウム金属アノード。
【請求項２】
　前記球状のリチウム金属粒子が、平均直径１０～１００μｍを有することを特徴とする
、請求項１に記載のリチウム金属アノード。
【請求項３】
　前記フッ素不含の結合剤が、
　・　エチレン－プロピレンコポリマー、エチレン－プロピレンターポリマーおよびポリ
ブテン、並びに
　・　天然ゴム、ブタジエンゴム、スチレン－ブタジエンゴム、ポリイソプレンゴムおよ
びブチルゴム、並びに
　・　エチレン－酢酸ビニル、水素化ニトリル－ブタジエンゴム、エピクロロヒドリンゴ
ム、アクリレートゴムおよびシリコーンゴム、並びにニトリルゴム
の群から選択されることを特徴とする、請求項１または２に記載のリチウム金属アノード
。
【請求項４】
　前記結合剤として、ＥＰＤＭターポリマーまたはポリイソブテンを使用することを特徴
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とする、請求項１から３までのいずれか１項に記載のリチウム金属アノード。
【請求項５】
　前記アノード層が、伝導性改善添加剤を含有することを特徴とする、請求項１から４ま
でのいずれか１項に記載のリチウム金属アノード。
【請求項６】
　伝導性改善添加剤としての前記アノード層が、カーボンブラック、微細分散グラファイ
ト、またはリチウムと合金化しない金属粉末を含有することを特徴とする、請求項５に記
載のリチウム金属アノード。
【請求項７】
　結合剤材料とリチウム粉末との間の質量比（質量：質量）が、１対１～１０００である
ことを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項に記載のリチウム金属アノード。
【請求項８】
　層厚１０～５００μｍを有することを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項
に記載のリチウム金属アノード。
【請求項９】
　平均直径５～２００μｍを有する球状のリチウム金属粒子を含有するリチウムアノード
を有し、且つ、前記リチウム金属粒子が
　・　飽和ポリオレフィンおよびポリオレフィンコポリマー
　・　不飽和ポリマー
　・　ヘテロ元素含有コポリマー並びに不飽和コポリマー
の群から選択されるフッ素不含の結合剤を用いて結合されており、前記リチウム金属アノ
ードが芳香族溶剤を含有しないことを特徴とする、ガルバニ電池。
【請求項１０】
　前記フッ素不含の結合剤が、
　・　エチレン－プロピレンコポリマー、エチレン－プロピレンターポリマーおよびポリ
ブテン、並びに
　・　天然ゴム、ブタジエンゴム、スチレン－ブタジエンゴム、ポリイソプレンゴムおよ
びブチルゴム、並びに
　・　エチレン－酢酸ビニル、水素化ニトリル－ブタジエンゴム、エピクロロヒドリンゴ
ム、アクリレートゴムおよびシリコーンゴム、並びにニトリルゴム
の群から選択されることを特徴とする、請求項９に記載のガルバニ電池。
【請求項１１】
　平均直径５～２００μｍを有する球状のリチウム金属粒子を、リチウム金属に対して不
活性な溶剤または溶剤混合物中の
　・　飽和ポリオレフィンおよびポリオレフィンコポリマー
　・　不飽和ポリマー
　・　ヘテロ元素含有コポリマー並びに不飽和コポリマー
の群から選択されるフッ素不含の結合剤の溶液に懸濁させ、この懸濁液を導電性の箔の上
に施与し、且つ、溶剤をアノード層から蒸発させることを特徴とする、リチウム金属アノ
ードの製造方法。
【請求項１２】
　前記フッ素不含の結合剤が、
　・　エチレン－プロピレンコポリマー、エチレン－プロピレンターポリマーおよびポリ
ブテン、並びに
　・　天然ゴム、ブタジエンゴム、スチレン－ブタジエンゴム、ポリイソプレンゴムおよ
びブチルゴム、並びに
　・　エチレン－酢酸ビニル、水素化ニトリル－ブタジエンゴム、エピクロロヒドリンゴ
ム、アクリレートゴムおよびシリコーンゴム、並びにニトリルゴム
の群から選択されることを特徴とする、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
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　溶剤として、沸点２５～３００℃を有する１種以上の液体の飽和炭化水素を使用するこ
とを特徴とする、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　溶剤または溶剤混合物が、さらに、エーテルまたはグリム（エチレングリコールジアル
キルエーテル）を含有する、またはそれらからなることを特徴とする、請求項１３に記載
の方法。
【請求項１５】
　懸濁液が、さらなる助剤を含有することを特徴とする、請求項１１から１４までのいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　層厚１０～５００μｍのリチウム金属アノードを、導電性の箔の上に施与することを特
徴とする、請求項１１から１５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　アノード被覆物の乾燥の後、圧縮工程を行うことを特徴とする、請求項１１から１６ま
でのいずれか１項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　例５：　例４（バージョン１）によって製造された、結合されたリチウムアノードのサ
イクル試験
　例４からの本発明によるアノードを使用して、電気化学セル（Ｓｗａｇｅｌｏｃｋ設計
）を製造した。該セルはカソードとしてグラファイトＭＡＧＤ（Ｈｉｔａｃｈｉ　Ｋａｓ
ａｉ社、日本）、電解質ＬＰ３０（登録商標）（Ｍｅｒｃｋ、ドイツ）およびポリオレフ
ィンセパレータ（Ｃｅｌｇａｒｄ社、米国）（Ｃｅｌｇａｒｄ＋ＦＳ２２２６（登録商標
））を含んだ。その都度、複数の充放電サイクルをＭａｃｃｏｒ社のポテンシオスタット
（４３００　Ｂａｔｔｅｒｉｅ　Ｔｅｓｔｓｙｓｔｅｍ、Ｍａｃｃｏｒ　Ｉｎｃ．、Ｔｕ
ｌｓａ、ＯＫ、米国）を使用して行った。記載された容量は、その都度、グラファイト電
極の容量に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　比較例５：　比較例４によって製造された、結合されたリチウムアノードのサイクル調
査
　比較例４からのＰＶｄＦで結合されたアノードを使用して、電気化学セル（Ｓｗａｇｅ
ｌｏｃｋ設計）を製造した。該セルはカソードとしてグラファイトＭＡＧＤ（Ｈｉｔａｃ
ｈｉ　Ｋａｓａｉ社、日本）、電解質としてＬＰ３０（登録商標）（Ｍｅｒｃｋ、ドイツ
）およびポリオレフィンセパレータ（Ｃｅｌｇａｒｄ社、米国）（Ｃｅｌｇａｒｄ＋ＦＳ
２２２６（登録商標））を含んでいた。その都度、複数の充放電サイクルをＭａｃｃｏｒ
社のポテンシオスタット（４３００　Ｂａｔｔｅｒｉｅ　Ｔｅｓｔｓｙｓｔｅｍ、Ｍａｃ
ｃｏｒ　Ｉｎｃ．、Ｔｕｌｓａ、ＯＫ、米国）を使用して行った。記載された容量は、そ
の都度、グラファイト電極の容量に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　ＯＰＰＡＮＯＬ／飽和炭化水素分散剤を用いて結合されたリチウムアノードの利点は、
ＰＶｄＦ結合剤を使用する場合よりも、本質的に高い充電率および放電率を実現できるこ
とである（図８および１２参照）。さらには、ＯＰＰＡＮＯＬを使用する場合、続くサイ
クルの間にわずかな揺らぎしか生じない、つまり、サイクル挙動が安定している。
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